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を
展
開
し
た
。

大
都
市
に
関
す
る
研
究
は
他
に
も
都
市

工
学
、
建
築
学
、
人
口
統
計
学
な
ど
様
々

な
専
門
分
野
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
地
域
を
東
南
ア
ジ
ア
、
主
題
を
社

会
科
学
分
野
に
絞
っ
て
、
最
近
二
○
年
の

主
立
っ
た
文
献
を
み
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
い
ず
れ
も
大
阪
市
立
大
学
経
済

研
究
所
が
監
修
を
行
っ
た
、
田
坂
敏
雄
編

著
『
ア
ジ
ア
の
大
都
市
﹇
１
﹈バ
ン
コ
ク
』

（
日
本
評
論
社
、
一
九
九
八
年
）、
宮
本

謙
介
・
小
長
谷
一
之
編
著
『
同
﹇
２
﹈
ジ

ャ
カ
ル
タ
』（
同
、
一
九
九
九
年
）、
生
田

真
人
・
松
澤
俊
雄
編
著
『
同
﹇
３
﹈
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ル
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
』（
同
、

二
○
○
○
年
）、
中
西
徹
・
小
玉
徹
・
新

津
晃
一
編
著
『
同
﹇
４
﹈
マ
ニ
ラ
』（
同
、

二
○
○
一
年
）
の
四
巻
が
代
表
的
な
研
究

成
果
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
同
研

究
所
が
一
九
八
五
〜
九
○
年
に
東
京
大
学

出
版
会
か
ら
出
版
し
た
「
世
界
の
大
都
市

（
全
七
巻
）」
シ
リ
ー
ズ
に
続
く
成
果
で
、

そ
の
一
九
八
九
年
出
版
の
第
六
巻
で
は
バ

ン
コ
ク
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ル
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
四
大
都
市
を
研
究

対
象
に
し
て
い
た
。

二
○
○
二
年
出
版
の
『
北
京
・
上
海
』

で
終
了
す
る
こ
の
「
ア
ジ
ア
の
大
都
市
」

シ
リ
ー
ズ
は
、
メ
ガ
都
市
の
歴
史
像
と
立

体
像
を
解
き
明
か
す
こ
と
に
重
点
を
置
き
、

都
市
現
象
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
要
因
と
ロ
ー

カ
ル
な
諸
条
件
が
織
り
な
す
も
の
と
し
て

と
ら
え
て
い
る
。
一
○
章
〜
一
二
章
か
ら

な
る
各
巻
は
、
歴
史
、
経
済
、
都
市
問
題
、

行
政
・
政
治
を
網
羅
す
る
論
文
で
構
成
さ

れ
、
十
分
に
読
み
応
え
が
あ
る
。
各
論
点

を
よ
り
深
め
る
に
は
、
全
一
○
号
か
ら
成

る
同
研
究
所
発
行
の
『
ア
ジ
ア
の
大
都
市　

N
ew
s Letter

』（
一
九
九
五
│
二
○
○
一

年
）
が
役
に
立
つ
。
ま
た
、
雑
誌
『
ア
ジ

ア
経
済
』
の
第
四
一
巻
第
二
号
、
七
号

（
二
○
○
○
年
二
月
、
七
月
）
に
『
バ
ン

コ
ク
』、『
ジ
ャ
カ
ル
タ
』
編
の
書
評
が
各

々
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
併
せ
て
参
照
さ

れ
た
い
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
よ
る
と
、
東
南
ア
ジ

ア
で
は
二
○
二
○
年
ま
で
に
人
口
の
五
六

％
が
都
市
地
域
に
住
み
、
都
市
人
口
の
六

六
％
が
拡
大
バ
ン
コ
ク
首
都
圏
、
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ル
多
角
的
都
市
圏
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
成
長
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
ジ
ャ
ボ
タ
ベ

ッ
ク
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
そ
の
周
辺
地
域
）

都
市
回
廊
、
拡
大
マ
ニ
ラ
首
都
圏
、
の
五

つ
の
メ
ガ
都
市
圏
に
集
中
す
る
と
予
想
し

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
大
都
市
圏
を
網
羅
し

たLo, Fu-chen and Yue-M
an Yeung 
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は
、
先
に
述
べ
た
「
世
界
都
市
化
」

論
と
「
拡
大
メ
ガ
都
市
圏
」
論
の
視
点
と

議
論
内
容
を
知
る
上
で
有
用
で
あ
る
。
松

原
宏
編
著
『
ア
ジ
ア
の
都
市
シ
ス
テ
ム
』

（
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）
は
、

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ル
都
市
圏
が
ア
ジ
ア
や
マ

レ
ー
シ
ア
国
内
で
如
何
に
階
層
付
け
さ
れ

る
か
、
東
京
や
ソ
ウ
ル
と
比
較
す
る
上
で

興
味
深
い
。
生
田
真
人
著
『
マ
レ
ー
シ
ア

の
都
市
開
発
│
歴
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
古

今
書
院
、
二
○
○
一
年
）
で
は
同
都
市
圏

の
形
成
の
実
態
が
探
ら
れ
る
と
と
も
に
、

国
内
外
の
都
市
圏
と
の
比
較
分
析
が
な
さ

れ
て
い
る
。

「
過
剰
都
市
化
」
論
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
の
多
い
首
都
圏
へ
の
移
住
・
定
着

の
実
態
に
関
し
て
は
、
古
屋
野
正
伍
編
著

『
東
南
ア
ジ
ア
都
市
化
の
研
究
』（
ア
カ

デ
ミ
ア
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）
が
バ
ン

コ
ク
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
を
対
象
に
し
た
調
査

結
果
を
収
録
し
て
い
る
。
マ
ニ
ラ
、
バ
ン

コ
ク
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ス
ラ
ム
の
実
態
調

査
報
告
と
し
て
は
新
津
晃
一
編
著
『
現
代

ア
ジ
ア
の
ス
ラ
ム
│
発
展
途
上
国
都
市
の

研
究
』（
明
石
書
店
、
一
九
八
九
年
）
が

あ
る
。

さ
て
、
各
大
都
市
の
発
展
の
方
向
性
を

探
る
上
で
、
そ
の
歴
史
的
・
文
化
的
固
有

性
を
知
る
こ
と
は
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
大
都
市
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
し
た

論
文
を
収
録
し
た
書
籍
を
三
点
紹
介
す
る

（﹇　

﹈
内
は
該
当
す
る
章
と
内
容
）。

①
友
杉
孝
編
著
『
ア
ジ
ア
都
市
の
諸
相

│
比
較
都
市
論
に
む
け
て
』（
同
文
舘
、

一
九
九
九
年
）﹇
第
一
章
、
一
九
世
紀
以

降
の
バ
ン
コ
ク
形
成
史
。
第
三
章
、
一
七

世
紀
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
（
現
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

建
設
﹈。

②
斎
藤
照
子
責
任
編
集
『
東
南
ア
ジ
ア

世
界
の
再
編
』（
岩
波
講
座
東
南
ア
ジ
ア

史
／
池
端
雪
浦
﹇
ほ
か
﹈
編
集
委
員
、
第

五
巻
）（
岩
波
書
店
、
二
○
○
一
年
）﹇
第

九
〜
一
二
章
、
一
九
世
紀
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、

バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
ニ
ラ
﹈。

③
藤
巻
正
巳
・
瀬
川
真
平
編
著
『
現
代

東
南
ア
ジ
ア
入
門
』（
古
今
書
院
、
二
○

○
三
年
）﹇
第
四
章
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
期

以
降
の
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
都
市
形
成
史
﹈。

（
た 

か
は
し　

む
ね
お
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所
研
究
支
援
部
）

東
南
ア
ジ
ア
の
大
都

市
論

高
橋
宗
生

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

発
展
途
上
国
に
お
い
て
生
じ
た
こ
こ
半

世
紀
間
の
急
速
な
都
市
化
に
伴
い
、
途
上

国
各
国
の
大
都
市
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究

が
進
展
し
て
き
た
。
従
来
こ
の
分
野
に
お

い
て
は
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動

や
、
ス
ラ
ム
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
部
門
に

代
表
さ
れ
る
都
市
の
貧
困
に
焦
点
を
当
て

た
研
究
が
多
く
、
工
業
化
を
伴
わ
ず
に
都

市
人
口
が
急
速
に
膨
張
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
た
「
過
剰
都
市
化
」
現
象
に
多
く

の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
業
・
金
融
・
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
に
伴
う
大
都
市
の
構
造

変
化
と
世
界
経
済
と
の
関
連
性
を
扱
う
研

究
が
増
え
る
と
と
も
に
、
大
都
市
周
辺
の

農
村
が
次
々
と
都
市
化
す
る
現
象
が
新
た

な
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
世
界
都
市
化
」
論
と

呼
ば
れ
る
前
者
の
研
究
に
お
い
て
は
、
都

市
の
構
造
や
機
能
が
国
内
経
済
だ
け
で
な

く
世
界
経
済
と
の
国
際
的
関
連
や
、
そ
の

結
果
と
し
て
生
じ
る
都
市
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

ー
構
造
の
な
か
で
捉
え
ら
れ
、
経
済
地
理

学
や
空
間
経
済
学
の
分
野
か
ら
分
析
が
行

わ
れ
た
。
一
方
、
後
者
は
都
市
形
態
の
側

面
に
注
目
し
、「
拡
大
メ
ガ
都
市
圏
」
論




